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第 5 章では，基本方針の“効果”，“いつでも気軽に”，“楽しく”，“子どもと一緒に”の 4
項目をアンケート調査から検討した。対象者は本体操を行った妊婦とし，妊娠中に 289名から，
出産後に 92 名からの回答を得た。本体操に関する自由記載に記入された文をコード化し，カ
テゴリーに分類した結果，基本方針とした 4項目に合致するカテゴリーを抽出することができ
た。 
第 6章では，総合考察として，各章の成果をまとめて，本体操を含めた妊婦運動について総
合的に論じ，RPEの活用や助産師への啓蒙など今後の課題を示した。 
本論文は，民謡踊りをベースに制作した妊婦運動の安全性，効果などを実施者の運動生理学
データ，面接調査，アンケート調査から実証したものである。民謡踊りを取り入れた妊婦運動
を研究対象としたこと，運動を始めやすく継続しやすい条件を考慮した基本方針を示して検証
したこと，徳島市在住妊婦という限られた属性から多くの対象者のデータを分析したことに本
論文の意義がある。本論文は，妊婦運動を対象とした研究分野に貴重な示唆を提供できるもの
であり，高く評価できる。 
以上，審議の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与されるに十分な資格があるも
のと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
